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（件 名）      建設工事の請負契約の入札に関することについて 

 

（要 旨） 

 昨今の建設業においては，若者の入職敬遠などにより，従業員の高齢化が進むとともに担い手

不足が深刻な状況となっている。 

 また，近年の多発する自然災害や，様々な市民ニーズに対応するためには，企業経営を安定さ

せるとともに従業員を安定確保することで，担い手不足を解消し，次世代へ技術を継承していく

ことが必要不可欠である。 

 しかし，現在の入札制度では，旭川市建設工事等最低制限価格制度実施要領により調査基準価

格（最低制限価格）が設定されているが，中小建設業が参加する土木工事の入札では調査基準価

格と同額で応札しなければ落札できない状況となっている。 

 このため，安定した企業経営の維持，従業員の確保及び技術向上の教育を行うための費用の確

保が難しく，将来的に建設業を継続していくことが極めて困難な状況となっている。 

 以上の趣旨から，次の事項について陳情する。 

 

陳情事項 

１ 調査基準価格を引き上げること。 

２ 同種の工事の入札については，可能な限り同一の入札公告日に集約するなど，受注機会の拡

大を図ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


